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１．はじめに 

河川における流木は，主に枯死，風倒，河岸侵食，斜

面崩壊，土石流，及び生物的・物理的・人為的作用が複

合的に作用して発生する 1)． Fremier et al. （2010）に

よると，小流域において発生した流木が生態系に与え

る影響として有機物や土砂，栄養塩の貯留が重要な役

割として挙げられる．また，中流域河川においては集合

状態の流木群が河川内生息場所の多様性を形成し，魚

類や底生生物の種多様性に貢献している．下流域の網

状・蛇行大河川においては，多くの流木は河川内ではな

く砂礫堆や氾濫原に堆積し，河畔植生の種多様性に貢

献していると考えられる 2)．一方で，近年，流木の流下

過程で衝突による橋脚，堤防のなどの構造物の損傷や

堰止めによる洪水氾濫被害が生じている．また，港に到

達した流木は，係留中の船舶に多大な被害を与えるだ

けでなく船舶の着岸に支障をきたし，更に海洋まで到

達した場合，設置されている養殖魚用の生簀，定置網等

を損傷させ，船舶の運行障害が起きるなど多岐にわた

る被害が発生している 3)． 

流木流出量を評価するにあたり，日本の森林の現状

を把握する必要がある．かつての日本では木材が重要

なエネルギー源であった．文明の発展を豊かな森林資

源が支えていたが，人口増加や経済発達により森林資

源は枯渇へと向かい各地で禿山が目立つようになった．

しかし，戦後から始まった高度経済成長時の化石燃料

や外国産木材の輸入により日本の森林は資源としての

利用価値は失われた．そのため現在の日本の森林では

十分な手入れがなされず荒廃が目立ち，森林蓄積量は

年々増加している．以上のことより，流木となりうる森

林が増加し，かつ荒廃していることから流木流出量が

今後どのような振る舞いを見せるのか予測することは

重要となる．Seo et al. （2008）は直接流域面積が大き

くなるにつれ，ダムにおいて計測した流木流出量が大

きくなる関係があることを示した 4)．そこで本研究では，

流木流出量と直接流域面積間の地域別特徴を探り，同

時に流木流出量と年総流入量間の関係を考察すること

を目的とする．  

２．データセット 

本研究では，全国 1103 箇所のダムにおける 1996 年

から 2013 年までの最大 18 年分の年流木流出量，直接

流域面積，年総流入量の国土交通省のデータを使用し

た．対象ダムは直轄ダム，水機構ダム，補助ダム，電力

ダムである．データから各ダムを特定し，データを揃え

る際，国土交通省のダム諸量データベース 5)や，一般財

団法人日本ダム協会のダム便覧 6)を参考にし，直接流域

面積のデータを整備した．  

３．流木流出量の解析方法 

各ダムにおいて，流木流出量と直接流域面積のデー

タが揃っているもののみを対象とし，流木流出量と直

接流域面積との関係を抽出した．なお，河川改修などで

直接流域面積がある年で変化しているダムに関しては

その変化の前後でデータを分けた．抽出されたダムは

618箇所であった．得られたデータを大分水界に整理し，

それぞれの特徴について考察した．図-1 に分水界を示

す．  

図-1 日本の河川と分水界 

（高橋・阪口，1976. 日本の川） 
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４．結果・考察 

 図-2 に全国のダムにおける平均流木流出量と直接流

域面積の関係を示す．直接流域面積が大きくなるにつ

れ平均流木流出量が大きくなるという Seo et al. （2008）

と同じ結果が本研究でも得られた．さらに，大分水界毎

における両者の関係も，同様の傾向が確認された．図-

3 に全国のダムにおける平均流木流出量と平均年総流

入量の関係を示す．平均年総流入量が 1000m3/y を境に

異なる関係があることが分かった．大分水界毎におけ

る両者の関係では，太平洋側，日本海側，瀬戸内海にお

いて同様な傾向が確認され，特に瀬戸内海が最も顕著

な傾向を示した（図-4）．この要因として，流木がダム

に流れ着くまでに必要な流量が流域によって違うこと

などが考えられる．特に顕著な傾向を示した瀬戸内海

においては，特有の気候が関係しているのではないか

と考えられる．今後，これらの原因の究明が必要である． 

５．結論 

本研究から，以下の結論を得た． 

1） 平均年総流入量が 1000 千 m3/y を境に，平均年総

流入量と平均流木流出量の関係が異なる．  

2） 特に瀬戸内海の直轄ダムにおいて 1)の明瞭な関係

が確認された．  
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図-4 平均流木流出量と平均年総流入量（瀬戸内海） 

図-2 全国のダムの流木流出量と直接流域面積 

●直轄ダム ●水機構ダム 

●補助ダム ●電力ダム 

図-3 平均流木流出量と平均年総流入量 
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